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それぞれの「生きる」
■今日人権学習で，いろんな人の発表を聞いて，「なる

ほど」と思うことがたくさんありました。例えば，人と離

れるのは今まで悲しいことだと思っていたけど，プラス

に考えると，「新しい出会いが待っている」や，「新しい

成長への一歩と捉えることができる」と感じました。

また，「生きる」という言葉には，いろんな奥深い意味

が隠れているんだなと気づきました。その１つが，犯罪

を犯すのは，生きる選択を間違えただけという発言で

気づくことができました。人それぞれ価値観が違って当

たり前だと思うけど，１つだけみんな同じ価値観のこと

があるというのに気づきました。それは，両親からもら

った命を大切にすることです。でも，あるきっかけで，そ

の価値観をなくす人もいます。 (３組ＦＫ)

＊ ＊ ＊

■僕は今回の人権防災学習で，「生きる」ということに

ついての意見発表のときのＧさんとＫさんの意見が特

に印象に残りました。Ｇさんの意見は，「心が生きてい

ることが「生きる」ということ。悪いことをしてしまう人は

心が生きていないということ」という意見で，Ｋさんのそ

れに対する意見は，「悪いことをすること(心が生きてい

ないこと)も，「生きる」ことの一部であり，しかし生き方

の選択を間違えている」といったものでした。

自分はＧさんの意見に最初とても納得していて，そ

の後のＫさんの意見にもなるほどと思わされました。そ

の２つの意見から，「生きる」ということは，人によって

全然違うし，様々な見方があるということが分かりまし

た。また，それを知識としてつけたうえで，もう一度「生

きる」について考えることも大切なんじゃないかと思い

ました。 (１組ＳＤ)

前号でも「生きる」についての感想がありましたが，

よほどみなさんにとって，考えさせられたということ

なのでしょうね。価値観が違うのは当たり前。どれが

正しくて，

どれが間違

いというも

の で は な

い。それぞ

れの価値観

でいい。で

は自分の価

値観はどう

なのか。語

り合っていけば，もっと他の違った価値観が出てくる

かもしれない。そのなかに，もっと自分に合った価値

観があるかもしれない。自分の中で揺れて，考えてま

た揺れて。それは私も同じです。大人だからといって，

揺れないわけではありません。みんなと一緒になって

考え，悩み，揺れているのです。そういう見方をすれ

ば，先生も生徒もない，「共に考える仲間」というこ

とになります。

正しい判断をするために
■僕は今回の人権学習をして，東日本大震災が起こっ

たときに，いろんなところで問題が発生していたことを

知りました。あるところでは物流がストップしたり，被災

地ではガスが止まったりして，とても困っていたと知りま

した。

差別とは日常では起こらなく，非日常で起こると知り

ました。そのときに差別が起こらないようにするため

に，人権学習が必要なんだと思いました。徳島でも南

海トラフで大きな地震が起こるといわれているけど，そ

のときに正しい判断をしたいと思いました。

授業の最後に拉致事件の話をして，人には生きる権

利があり，その権利を奪うことは絶対にしてはいけない

ことだと再認識しました。 (３組ＭＹ)

私は，「ち

ゃんと学ん

でいれば，

差別やいじ

めはほぼ起

こらないの

では」と思

う の で す

が，ニュー

スでは毎日

のように差別やいじめの報道があります。ちゃんと学

んでないのでは…と思ったりしてしまいます。学ぶ機

会がないのかもしれません。よく知らずに，そう決め

つけることはできないのですが。

コロナ差別もそうです。ハンセン病についてちゃん

と学んでいれば，コロナ差別なんて起きなかったので

は，と思ったりします。でも，実際には起こってしま

いました。どうしてでしょう。

一つ言えるのは，「一度学んだから終わり」ではな

いということです。人間は忘れる生き物ですから，い

くら学んだと言っても，よほどインパクトの強い学び

をしていない限りは，学んだ人権学習も忘れてしまう

のだと思います。みなさんは大人になっても，今して

いる人権学習のことを，覚えていられる自信はありま

すか？ 多くの場合が，中学を卒業すれば，人権につ

いて学ぶ機会はなくなってしまいます。つまり中学３

年がピークで，それからはどんどん人権意識が薄くな

っていってしまう。だから，いつかどこかで学んでい

るはずなんだけど，時間が経って忘れてしまってるの

ではと思うのです。その結果，自分の中だけで，自分

勝手に結論づけてしまうような人権意識になってしま

うのでないかと思います。

では，そうならないようにするにはどうすれば良い

か。みなさんになら，少し分かるかもしれません。そ

れは，「人権について語り合う」ことです。しかも，

人権全体学習や人権の授業といった非日常な場だけで



はなく，日常的に「人権について語り合う」ことです。

大切なのは日常です。語り合うことで，他の人がどん

なことを考え，どんな意見を持っているか，しかもそ

れを自分のなかに取り入れることで自分も成長できる

ということをちょっとだけ実感していますよね。しか

も１回きりではなく，繰り返し繰り返し学習を重ねて

いくことで，いろんな問題が人権と結びつくことも分

かってきてるのではないかと思います。つまり，日常

的に「人権について語り合う」ことが習慣になること

です。そんな関係性ができていけば，いくつになって

もつながり続けられるし，立場を越えて悩みごとの相

談もできるのだと思います。

先日，私が最後に中３担任をした二人が，この秋に

産まれたばかりの赤ちゃんをそれぞれに抱いてやって

きました。これまでいろんな出来事があり，つらい想

いや苦しい想いを抱えながら生きてきた若いママ二人

です。そんなことを知ってるのは，中学３年時に，徹

底して人権について話し，語り合ってきたからだと思

います。部落差別についてもそうですが，いろんなこ

とについて語り合うことが日常だったから，胸の中に

あることを包み隠さず言えるようになったのではない

かと思います。そんな関係性がつくれれば，人は孤独

でなくなり，つながりの中で生きていけるのではと思

います。私たちがつくりたいのはそんな社会，そんな

教室ではないでしょうか。

「風の電話・心の復興」
ふ つ こ う

■防災学習は小学校のときから受けてきました。でも，

実際に家の人から体験談を聞いてくるという課題があ

ったり，防災と人権学習を結んだりすることによって，

今まで感じなかったことも感じました。特に精神面や，

「心の復興」についてです。

「二つのふるさと」では，故郷に対する思いについて

考える機会となりました。私自身も，生まれは松山で，

今は徳島で暮らしていて，故郷がどこかとか考えたこと

はなかったけど，大切な人や場所との別れについて共

感できました。

私の家に，「風の電話」という本があります。岩手県

の佐々木さんの自宅の庭にある，「風の電話ボックス」

をもとに作られたものです。会えなくなった人に思いを

伝えたい…。すごく感動のラストがあります。

「自分の身は自分で守る」に加えるとするなら，「他

人の身にも気を配る」でしょうか。私たちが防災・減災と

聞いて思い浮かべるのは，身体的生活です。でも，精

神的なことも大事だと思います。避難所で自殺する人も

いるそうです。「心の復興」ができる人になりたいです。

(２組ＫＭ)

「風の電話」東日本大震災をテーマにした小説で，

映画化もされています。ＤＶＤにもなっています。み

なさんに観てほしい映画です。

この年末年始，映画館に行く人もいるかもしれませ

んね。私からいくつか紹介させてください。

◆もう観に行った人も多いかもしれません，「すずめ

の戸締まり」。17歳の少女・鈴芽が日本全国を駆け巡
すず め

り，自然災害に立ち向かうファンタジーです。新海誠

監督の前作「天気の子」は，異常気象がテーマに描か

れていました。前々作の「君の名は。」は，隕石落下

という災害

が描かれて

いました。

そして今回

は，東日本

大震災。い

ろんな表現

法や学び方

があっていいものです。今

回の学習のつながりとして，

観に行ってみてはどうでし

ょう。

◆２つめは，言わずと知れ

た，「Ｄｒコトー診療所」。

孤島の僻地医療に人生を預

けた一人の医師の物語。医

療ヒューマンドラマです。

医療系に興味のある人はど

うぞ。

◆３つめは，「ラーゲリより

愛を込めて」。二宮和也，

北川景子，松阪桃李，中島

健人と，そうそうたるキャ

ストです。

第２次世界大戦時，中国

大陸にいた日本人のなかで，

戦争が終わったにもかかわ

らず旧ソ連に捕らえられ，

シベリアに連れて行かれた

日本人がいました。50万人

を超える人数のうち，１割

の人々が寒さと飢えで命を

落としています。今もその

遺骨は現地に残ったまま，日本に帰還することができ

ていません。そんな人たちが暮らしていた家を，ラー

ゲリと呼びます。ヒロシマやナガサキ，オキナワだけ

じゃない戦後の戦争の物語を，ぜひ知ってほしいと思

います。

◆４つめに「かがみの孤

城」。原作は本屋大賞を受

賞。不登校で家に閉じこも

っていた中学生の「こころ」

が，鏡の世界に吸い込まれ，

同世代の仲間と出会いま

す。でも，どことなく違和

感を感じるその謎が，少し

ずつ明らかになっていきま

す。読み進めるうちに，次

を読みたいのに，終わって

ほしくない感情が溢れ，読

みたいのに読みたくない，という葛藤に苦しみました

(笑)。本好きな人はぜひ読んでみてください。単行本

も上下巻で出ています。そのアニメ映画です。

どの映画も，「生きる」をあらためて考えさせてく

れる作品ばかりです。観て，日常的な語り合いをして

みてください。

最後まで読んでくださってありがとうございまし

た。新年が，みなさんにとって素敵な一年になります

ように。。。


